
「農薬適正使用講座」を開催しました！ 
 

 ７月31日（水）、公益社団法人日本植物調整
剤研究会牛久研究所において、農薬適正使用講
座が開催され、県南地域の受講生21名（土浦地
域からは７名）が出席しました。 
 
【農薬の適正使用と雑草防除について】 
 日本植物調整剤研究会から農薬の登録制度や
農薬取締法、農薬ラベル、農薬の安全性、農薬
の安全基準についての講義がありました。「農
薬の使用前には、必ずラベルに記載されている
対象の作物、使用濃度、回数、時期を確認する
ことが重要」との話がありました。また、これ
らの項目を常に確認できるようにするため、使
用記録簿を活用するようにとのことでした。ま
た、目的に応じた除草剤の使い方について、説
明がありました。 
  

★農業学園に関するお問い合わせ★ 
茨城県県南農林事務所経営・普及部門 
（土浦地域農業改良普及センター）      
担 当 ：  照 屋 ・ 杉 山 ( 勇 ) 
Ｔ Ｅ Ｌ : 0 2 9 - 8 2 2 - 7 2 5 1 
Ｆ Ａ Ｘ : 0 2 9 - 8 2 2 - 7 3 7 0 

次回の農業学園 

【試験ほ場見学及び実演】 
 講義後は、除草剤の環境への影響を調査する
施設や、ほ場等の見学を行いました。背負動噴
による農薬散布の実演では、「散布量によって
適正なノズルを使用する」ことが重要で、必要
に応じて、カバー等を使用するなど、上手な散
布方法が紹介されました。      
 質疑応答の時間には、受講生から「除草剤の
効きムラをなくすには」、「農薬の残留性につ
いて」等の多くの質問があり、日頃の管理で身
近なものであることから、関心の高さがうかが
えました。 
 
 農業学園では、今後も新規就農者を対象に営
農に役立つ実践的な内容を取り上げていきます。 
 

杉山（勇） 
 

レンコン講座 
 ８月27日（火）開催 
学園だよりは 
  WEBページでも公開しています！ 

土 浦 
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